
＜挿入ソート＞
iX1：インデックス1 （ソート済位置）

iX2：インデックス2 （挿入位置）

D(n)：データ D(1)、D(2)、D(3)、・・・、D(n-1)、D(n)

N：データ数

WK：作業域 データを入れ替えるための作業域

（2つのデータを入れ替えるには、一時的にどちらかを避難させる必要があるため）

※下図は整列されているデータに新しい要素を適切な位置まで入れ替えていく様子です。適切な位置に挿入できたら終了です。
iX1 iX2=2 ｎ

1回目 D(1) D(2) D(3) ・・・ D(n-1) D(n) D(1)をソート済とする

2回目 D(１) D(2) D(3) ・・・ D(n-1) D(n) D(2)をD(1)と比較し小さい(大きい)方がD(1)になるように入れ替える

→ D(1)D(2)がソート済

3回目 D(１) D(2) D(3) ・・・ D(n-1) D(n) D(3)をD(2)D(1)と順に比較し小さい(大きい)順になるように適切な位置に挿入する

D(3)とD(2)の順序が適切であれば終了（D(1)とD(2）は既にソート済）

D(3)とD(2)の大小が逆なら入れ替え、次にD(2)とD(1)について同様に作業をする

→ D(1)D(2)D(3)がソート済

n-1回目 D(１) D(2) D(3) ・・・ D(n-1) D(n) D(n-1)をD(n-2)からD(1)まで順に比較し小さい(大きい)順になるように適切な位置に挿入する

適切な位置が判明するか、ソート済データの先頭に到達すれば終了

→ D(1)…D(n-1)がソート済

n回目 D(１) D(2) D(3) ・・・ D(n-1) D(n) D(n)をD(n-1)からD(1)までと比較し小さい(大きい)順になるように適切な位置に挿入する

終了 適切な位置が判明するか、ソート済みデータの先頭に到達すれば終了

→ D(1)…D(n)がソート済
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ソート済 未ソート→

未ソート→ソート済

ソート済 未ソート→

ソート済 未ソート

ソート済


